
台湾高雄市との教育交流協力に関する覚書の締結について 

 

教学指導課  

 

１ 経緯と現状 

⑴ 長野県と高雄市との間で観光・教育交流協力に関する連携協定（覚書）を締結 

（平成 24年 11月１日） 

⑵ 覚書締結による成果等 

○修学旅行等による台湾訪問時の高雄市政府教育局による支援 

⇒台湾への修学旅行実施校数の増加 平成 24年度１校→平成 29年度８校 

○県内受入れ体制の充実による相互交流の活性化 

（県教育委員会、観光部、国際課、市町村観光課等との連携） 

⑶ 松本歯科大学、長野大学、松本大学が、台湾の大学と姉妹校提携 

 

２ 課題 

⑴ グローバル化に伴う中・高校生の相互交流の一層の促進 

〈平成29年度 高雄市から長野へ12校(422名)、長野から高雄市へ９校(454名)〉 

⑵ インターネットを活用した交流のための環境整備の遅れ 

⑶ 生徒の希望に沿った内容（芸術やスポーツ、アニメなど）による交流メニュー

の拡充など 

⑷ 交流促進にむけた姉妹校提携の検討 

 

３ 連携協定（覚書）締結の概要  資料１ 

⑴ 連携協定（覚書）調印 平成 30年９月 13日（木） 

○高雄市政府教育局（王進焱局長）と３年間の連携協定を締結（以後自動更新の

予定） 

⑵ 両者は次の協力分野の実行に努める 

 ○青少年の国際交流の推進 

 ○地域固有の文化を取り入れた国際理解教育の推進や教育旅行の促進 

 ○学校同士の姉妹校提携による学校間の定期的な交流の実施 

 

４ 連携協定（覚書）締結により期待できること 

  ○台湾への修学旅行、研修旅行及び留学の増加 

  ○高校生の交流内容の拡充による、異文化理解の促進 

 






